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研究成果の概要（和文）：本研究では、社会文化的な知の伝達手段である物語における問題解決パタン分析の定
式化を試みた。理論面では、言語学及び心理学的特徴を持つ問題解決プロセスユニットを設定し、物語ユニット
へのマッピングから一連の問題解決プロセスを物語の中で分析するための理論的枠組みを構築した。言語分析モ
デルには、テクスト分析に適した選択体系機能言語学理論を適用し、問題解決者の心理的能力の構成要因と関連
付けながら、７つの分析過程からなる問題解決過程の分析プロセスの定式化モデルを提案した。また、文化的な
考察と教育面での活用のための実証研究に向けた対象年齢別日英語ストリーコーパス（分析レベルタグ付）を構
築した。

研究成果の概要（英文）：Stories are a useful educational resource for learning cultural values and 
wisdom with which we can grow as a social being. The present research, focusing on problem solving 
processes of antagonists in stories, attempts to identify how Japanese and English story books for 
younger readers play such a role.  We developed a text-based framework based on Systemic Functional 
Linguistics and a psychological account for cognitive faculties to identify what we call problem 
solving process unit (PSPU), or a meaning potential unit representing linguistic and psychological 
concepts. We then proposed a multi-layered analytical procedure of the problem solving processes to 
investigate how PSPUs, representing relevant linguistic meanings, influences on antagonists' 
perceptions of events, their affective meanings, and so on, are integrated into texts to encode 
problem solving patterns in stories. A corpus of Japanese and English stories has also been 
developed for further analytical use.

研究分野：言語学

キーワード： 問題解決プロセス　ストーリーコーパス　選択体系機能言語学　コーパス言語学　知の語りとしての物
語　談話分析タグ　機能文法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 物語は、人間が現実社会で得た経験を伝
えるための重要な社会的機能を持つ。この知
の語りとしての物語は、経験の少ない子供た
ちが世界を知り、生きる知恵を学ぶために欠
かすことのできない文化的・教育的資源であ
る。また、物語という伝達媒体は、文学の領
域以外でも、人間の内面を知り、未来へのア
イディアを生み出し共有する際の有効な伝
達手段として、心理学、臨床心理、経営学に
おいても、重要な役割を担っている。 
 
(2) その一方で、問題解決者である人間、特
に経験の少ない子供たちに、社会文化的な知
を伝達する物語について、言語学的な面も含
め、社会文化的な側面から十分な分析が行わ
れてきているというわけではない。また、物
語で取り上げられる問題の特徴と問題解決
パタンについても、社会文化的な面からの体
系的な分析と分析の定式化という点では、十
分な研究が行われてはいない。 
 
(3) 本研究では、社会文化的な知の伝達手段
である物語について、言語学（特に、機能的
接近法によるテクストベース型分析アプロ
―チを適用）及び心理学（問題を解決する際
に発揮される心理的能力）による学際的な分
析アプローチを確立し、日英語における問題
解決の文化的な考察を行うことで、言語がど
のような機能性を果たしながら一連の問題
解決プロセスを物語の中で伝えているのか
という点を明らかにする意義は大きい。 
 
(4) また、問題解決パタン分析の定式化の枠
組みに基づき構築された対象年齢別日英語
ストリーコーパス（分析タグ付）を構築する
ことで、教育的にも有益なデータベースとし
ての用途が期待される。 
 
２．研究の目的 
問題解決者である子供達に問題解決の知
恵を伝達する物語テクストの言語学的な分
析（特に近年発達した談話分析の手法を援
用）を行い、問題解決のための知識や心理的
能力と結びつく思考と行動パタンについて
体系的な分析を行うことで、物語の持つ社会
文化的・教育的役割について実証的な知見を
もたらすことが可能となる。この点、本研究
では、質的量的な研究基盤の構築を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 物語の主人公が問題に直面し、解決する
過程を捉えた一連のテクストユニットを「問
題解決プロセスユニット」と定め、物語テク
ストにおける問題解決パタンがどのように
具現されるのかを検証し、物語の展開構造と
関連付けながら問題解決過程の定式化をは
かる。 
 
(2) 問題解決者としての人間の思考と行動を

理解するための理論的枠組みを構築し、物語
における問題解決パタンを明らかにする。 
 
(3)基盤となる理論的枠組みとして、
M.A.K.Halliday によって提唱された選択体系
機能言語学（Systemic Functional Linguistics）
（Halliday and Matthiessen, 2014）の考え方を
援用し、談話分析（テクストベース型物語分
析）の手法を用いた物語分析の枠組みを構築
する。具体的には、物語を通して問題解決パ
タンを伝える役割を果たす言語の機能につ
いて、多層的な分析方法により記述するため
の分析モデル（文化のコンテクスト、テクス
トタイプ、ジャンル構造（物語の展開構造）、
意味体系、語彙文法体系を統合した分析モデ
ル）を構築する。 
 
(4) 問題解決過程分析のための分析タグを体
系化し、情報タグが付与されたストーリーコ
ーパスを構築する。 
 
(5) 形態素および語彙文法レベルのタグ付与
は近年の分析技術により、自動化と手動によ
る修正作業がある程度容易になったが、物語
テクスト特有の意味タグ及び問題解決プロ
セスユニットにあてはまるテクストユニッ
トへのタグ付与は、手動で行わなければなら
ない。コーパス構築には、両レベルの過程を
踏まえたタグ付け過程とコーパス全体の機
能的設計を行う。 
 
(6) 日英語の物語テクスト（15歳頃までの母
語話者向け読み物）を格納したコーパスを構
築することで、問題解決過程及び解決パタン
における文化的差異と共通点を探るデータ
とすると同時に、物語における問題の類型化、
問題解決パタン、伝達手段である日英語の言
語体系のはたらきについて、発達段階に合わ
せた特徴を体系化する。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究で提案された定式化モデルは下記
の通りである（図 1）。具体的には、分析から
検証までの 3つのプロセスを設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 物語における問題解決過程の定式化 
モデルとストーリーコーパス 

 
① 物語における問題解決者の特徴分析―問
題解決にあたる人間の心理的能力と物語
における主人公の思考と行動を対応させ
ながら物語の因果性と共にテクスト分析



を行うための枠組みを構築した。 
 
② 物語における問題解決パタンの分析モデ
ルの設定―問題解決パタンの抽出、談話
分析アプローチの適用、コーパスへのデ
ータ蓄積への分析プロセスを確立した。 

 
③ 物語における問題解決プロセスの定式化
―物語の主人公が問題解決を通して獲得
した知識と経験の構造化に関する分析結
果を問題解決プロセスの視点から整理し、
物語テクストの中でどのように具現され
るかについて定式化パタンを提示した。 

 
④ 上記①～③に関わるテクストユニット層
を「問題解決プロセスユニット」と定め、
問題の発生、直面する問題に関する主人
公の心理的思考と行動描写、問題解決プ
ロセスに関わる他者言動と出来事を捉え
た描写部分、語り手による介入部分につ
いて、言語学的分析を行うための理論的
枠組みを構築した。 

 
(2) 人間の潜在的な問題解決能力を分析する
枠組みとして安西（1985）の心理的能力を適
用し、物語の主人公の問題解決過程の分析を
行った。本研究では、3歳～15 歳に近い主人
公が登場する作品を選定しているため、安西
の設定する理想的な問題解決能力に対して、
経験の少ない主人公がどのように問題解決
にあたるのかという点を比較することで年
齢に応じた相対的な解決能力の差異が観察
できるのではないかという前提にもとづき
枠組みを設定した。主人公の未熟な部分は、
広い経験を持つ周囲の人々によって補完さ
れる。 
 物語の主要テーマは、自己成長（growing 
up）、友情（friendship）、適応（adaptation）、
愛（love）、信頼（trust）、恐れ（worries/fears）、
勇気（courage）、家族（family relationship）を
選定した。 
また、主人公の問題解決能力の分析には、
下記に示す問題解決者の心理的能力（安西、
1985）の枠組の有効性が確認できた。 
 
① 「意味敏感性」― 問題解決者は、自分自
身がおかれた環境の中で、問題に対して
どのように対応すべきかどうか判断しな
がら、自分にとって何らかの意味を見出
そうとする。問題解決のための知識をど
う身につけるかということである。この
ように内在化された知識は、個人の中に
経験として格納され、他の知識とともに
体系化されていく。 
 
② 「知識の構造化可能性」― 人間は、問題
解決の過程で有益な知識を獲得すること
になるが、その知識を自己の中で何らか
の体系付けを行い構造化する。 

 

③ 「心理的機能」― 問題解決にむけてはた
らく 6つの心理的機能（記憶とイメージ、
思考、問題を理解すること、問題を解く
こと、行うこと吟味すること、感情のコ
ントロール）が問題解決過程で大きく作
用する。内在化した過去の経験（記憶や
イメージとして持つ）とともに、直面す
る問題を理解し、解決に向けて思考し、
解決方法を見つけ出すために有効に働き、
具体的な問題解決に向けた活動の中で、
問題解決と目標達成のための認知的活動
を可能にする機能である。 
 
人間は、このような「心理的能力をシステ
マティックに発揮して自由に目標を創り出
してゆく能力」（安西, 1985）を駆使して問
題に対応する。物語または語りにおいては、
「物語的因果性」の中で発生する問題と問題
解決パタンが示されるが、読み手は、物語か
ら得た問題解決パタンを知識として「構造
化」することができる。物語は、このような
知識の構造化に役立つ社会文化的・教育的資
源となると考えられる。 
 
(3) 多層的なテクストユニットを記述するた
めの談話分析の枠組みとストーリーコーパ
ス 
 
① 選択体系機能言語学（Systemic Functional 

Linguistics）の枠組み（ Halliday and 
Matthiessen, 2014）を援用し、物語テクス
トの社会文化的機能（問題の類型分析含
む）、ジャンル構造（ナラティヴ）、メタ
機能（経験的機能、対人的機能、テクス
ト形成的機能）に基づく語彙文法及び意
味レベルのテクスト分析、潜在的問題解
決能力を示すテクストユニット分析のた
めの手順と方法を構築した。 
 
② コーパスに格納するテクストに付与する
種々のタグを体系化した。先ず、メタ機
能にもとづく語彙文法タグ[タイプ I]（日
本語形態素を含む形式的な文法体系タ
グ）により構造的な分析を行った。また、
談話レベルの分析（談話分析タグ）を行
うために、語彙文法タグ[タイプ II]（語彙
文法レベルからテクストユニットへと体
系的な分析へと経由するための機能的タ
グ―過程構成、ムード、モダリティ、主
題‐題述構造など、選択体系言語理論に
基づく体系）、ナラティヴ構成要素タグ、
問題解決者の心理的能力を記述するテク
スト分節タグ（安西（1985）の心理的機
能に対応するテクスト分節）、談話スペー
スタグ（語りのテクスト領域、直接話法
を投影する節（X said . . .等 ）、登場人物
による直接話法の領域）を選択体系網
（system network）に則した形で多層化し
たタグの付与体系を構築した。 

 



③ 物語的因果性とともに具現される言語選
択パタン（語彙文法的及び意味的選択と
種々のテクスト分節タグの選択の総体）
が、問題解決過程の中でどのような解決
パタンを具現しているかについて、個々
の分析レベル及びレベル間の複合的な連
関を検証するためのシステム化の枠組み
を構築した。 

 
(4) 物語テクストにおける問題解決パタン分
析のための定式化プロセスは下記の通りで
ある。 
 
① 物語における問題（テーマ）の特定と類
型化（問題の対象、問題の特徴、社会文
化的な意味） 
② 問題解決者の特徴分析（年齢、社会文化
的な特徴、社会的状況） 
③ 問題解決者の思考と行動分析（心理的機
能を中心に） 
④ 問題解決者の問題解決パタン（特徴的な
言語の選択体系、機能的な意味選択体系
―機能的な意味選択がマッピングされた
テクストユニット、心理的機能を具現し
たテクストユニットなどの特定と問題解
決プロセスと連動した展開パタン） 
⑤ 物語の因果性、物語の展開パタン（ジャ
ンル構造―ナラティヴ）、問題解決過程に
則した問題解決方法の分析（自己解決型、
共同作業型など） 
⑥ 社会文化的な意義（テーマの意義、社会
的背景など） 
⑦ 発達年齢別からみる言語の選択体系パタ
ンと問題解決パタンの相関性の検証 

 
(5) 課題 
① 量的な分析を行うためのタグ付け作業に
必要なタグ付けツールの精度の問題につ
いて今回の研究では克服することができ
なかった。日本語形態素分析及び英語の
文法的及び意味領域へのタグ付けは、既
存の分析ツール（MeCab、Wmatrix 等）
を利用することで最大限の効力を発揮し
た。 
 
② しかしながら、研究成果３－②で示した
談話分析タグの付与については、辞書化
した語彙リスト（各種意味タグ付）を作
成し、タグ付けプログラムを試験的に作
成してテクストに付与する作業を継続的
に進めたが、期待通りの精度と効果が望
めなかったため、今回の研究では量的分
析に結びつく成果が得られなかった。今
後はタグ付けツールと連動する辞書の充
実に力を注ぎたい。 
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